
平成２６年度 　　　　　八幡高等学校　学校評価

本年度の重点目標

中間評価(10月）

自己評価 自己評価 学校関係者評価

保護者や地域に、本校教育について説明と広報に努めている。 Ａ

自主的、自律的に探究心をもって学習する姿勢を育てている。 Ａ

日常の授業や補習等を通じて生徒の学力の伸長に努めている。 Ａ

基本的な生活習慣の確立と礼儀やマナー等の規範意識を育成している。 Ａ

服装等の身だしなみや言葉遣いを整えさせ、規律ある校風をつくっている。 Ａ

いじめ防止基本方針にのっとり、いじめの未然防止や早期発見に努め、適切に対応している。 Ａ

計画的な進路指導やガイダンスにより、進路希望の実現に努めている。 Ａ

進路研究や選択のための情報提供や面談など、きめ細かな指導をしている。 Ａ

部活動の入部を勧め、活発で充実した活動を行っている。 Ａ

生徒会活動を通じ、主体的に計画・運営できるよう指導助言している。 Ａ

図書館を授業で利用するなど、活用を広げた取り組みをしている。 Ａ

読書の楽しさや意義を知らせ、学ぶ意欲を喚起している。 Ａ

生徒の心身の健全な発達のため、健康教育に努めている。 Ａ

生徒の健康管理、病気予防に努めている。 Ａ

身近なところから人権尊重意識を高め、豊かな人間関係づくりに努めている。 Ａ

生徒は明るく生き生きとした学校生活を送っている。 Ａ

環境意識を高める教育を行い、清掃活動や環境美化活動の推進に努めている。 Ａ

環境問題を理解し、節電・節水などの省資源に努めている。 Ａ

学校施設設備の点検管理と教育環境の整備に努めている。 Ａ

学校事務の適切な管理を行い、予算の効率的な執行に努めている。 Ａ

11　その他
　　学校の取組み

学校は、ＰＴＡ・後援会・同窓会との連携による活動を活発に行っている。 Ａ

（注）・評価表の見方：　６月　学校の教育目標に基づいた評価項目の公表
　　　　　　　　　　　１０月　中間評価（自己評価）の公表（８月までの教育活動に対する中間評価）ＡＢＣＤの４段階評価で示す。
　     　　             ３月　総合評価（自己評価・学校関係者評価）の公表（年間の教育活動に対する総合評価) ＡＢＣＤの４段階で示す。
      ・自己評価は教職員による評価。学校関係者評価は、保護者・学校評議員等より構成された評価委員会等が自己評価の結果について評価することを基本として行う評価。
　　　・ＡＢＣＤの基準は、肯定的な評価が75%以上をＡ、50%以上75%までをＢ、25%以上50%までをＣ、25%未満をＤとする。

 学校のＵＲＬ： http://www.hachi-h.shiga-ec.ed.jp/

総合評価（３月）

６　学校図書館

７　保健・安全指導

２　学習指導

３　生徒指導

重　点　評　価　項　目領　域

４　進路指導

５　特別活動等

10　事務・管理

『テーマ』生き方と在り方を考えながら、希望進路実現に向かうキャリア教育と言語教育
　　◎授業と日々の学習の積み重ねを大切にして、意欲的に学ぶ人となる。
　　◎落ち着いた基本的生活習慣を確立し、明るく、力強い校風を創る人となる。
　　◎豊かな心と優しい思いやりの心を大切にし、困難を乗り越える力を持つ人となる。
　　◎学校の目標や生徒の活動の様子を広く説明し、保護者や地域から期待と信頼を得る学校となる。

教育方針「人格の陶冶、学力の向上、心身の練磨」にもとづいた学校経営に努めている。 Ａ

８　人権教育

９　環境教育

１　学校経営

http://www.hachi-h.shiga-ec.ed.jp/

